
１. はじめに

本論文の目的は, ����年代日本における中古車販売業の業界構造と成長戦略を検討すること
である｡

戦後日本の自動車流通史は, 周知の通り, 多くの蓄積を有している｡ 代表的な研究成果とし

て, 塩地・キーリー (����), 四宮 (����), 塩地 (����), 孫 (����), 芦田 (����), 芦田
(����), 芦田 (����), 四宮 (����), 四宮 (����) などを挙げることができる｡ これらの研究
は, 専売店制に基づいた長期的な取引関係である系列に着目し, 新車をめぐる自動車メーカー

とディーラーの関係を明らかにしてきた｡ また, 石川 (����), 石川 (����) によって, 複数
マーケティング・チャネルの歴史分析がおこなわれてきた｡ 一方, 中古車流通に関する貴重な

研究としては, 日本初の常設オークションを開設した日本オートオークション株式会社のオー

クションの仕組みを明らかにした小川・佐藤 (����), 一般消費者から中古車を購入してオー
クションで販売するビジネスモデルの株式会社ガリバーインターナショナル (以下, ガリバー)

を分析した楠木・吉田 (����), 孫 (����), オークションで中古車を調達して海外へ中古車を
販売する中古車輸出業界の構造を分析した塩地 (����) などがある｡ これらの研究において,
ガリバーのビジネスモデルやオークションを介した中古車取引が明らかにされてきた｡

しかし, 従来の研究において, 消費者に対する中古車販売を主要な事業とした中古車販売業
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者の実態については十分に検討されていない｡ 中古車流通を分析した先行研究の主要な関心は

オークションやガリバーにあり, 中古車販売業界については十分に検討されてこなかった｡ 以

上の先行研究を踏まえ, 本稿は, 中古車販売業者を焦点組織としてディーラーや消費者との取

引を分析し, 研究史の空白を埋めることとしたい｡ 主に使用する資料は, 日本中古車販売連合

会に加盟する中古車販売業者を対象として����年に初めて行われた大規模調査の結果をまとめ
た 『中古車販売実態調査 (第１回)』１), 中古車販売業が中小企業近代化促進法の指定を受けた

ことにより業界の実態を明らかにするために実施された大規模調査の結果をまとめた 『中古自

動車販売業実態調査報告書』 である２)｡ ����年代は, 新中比率 (中古車販売台数÷新車販売台

数) が����年���, ����年����, ����年����, ����年����, ����年���, ����年����と急激な上昇
傾向にあり, 中古車販売が拡大した時期であった｡

中古車販売業者・消費者間取引は, ディーラーや中古車販売業者といった中古車の査定能力

を有する主体同士の取引と異なり, 取引主体が情報の非対称性下にある｡ 情報の非対称性下に

ある取引においては, 情報において優位な立場にある主体が機会主義的行動をとることが指摘

されてきたが, 中古車販売業者・消費者間取引についても, 中古車販売業者が消費者をだまし

てきたことが知られている｡ とりわけ有名なのは, ����年に ｢自動車業における表示に関する
公正競争規約｣ が設定される背景となった事件である｡ ����年４月��日, 公正取引委員会景品
表示課をある主婦が訪れた｡ その主婦は, 彼女の息子のために中古車販売業者から, 自家用車

として�����㎞走行したとされる中古の中型乗用車を��万円で購入した｡ しかし, 実際は�������
㎞以上走行していた｡ そのため, 民事訴訟を提起するとともに, 公正取引委員会に措置を求め

たのであった｡ 公正取引委員会が調査を進めると, 中古車販売業者は, (１) 車体の両側につ

いていたタクシー会社の社標であるマークを抹消し, 自家用の白いナンバープレートに付け替

え, (２) 自動車の走行距離を示す機器が�������㎞を超えれば０㎞に戻るという事実を利用し
て走行距離を偽装した｡ さらに, (３) 販売した同じ型の自動車は, 自家用であれば約��万円,
タクシーとして使用されたものであれば約��万円の市場価格であったが, タクシーとして利用
されていた中古車に��万円の価格を設定し, タクシーとして利用されていたことを隠蔽したの
であった｡ 公正取引委員会は, 今回の中古車販売業者の不当表示は特異な事例ではなく, 中古

車販売業界全体の問題であると考え, 関係団体に警告を与えた｡ そして日本自動車販売協会連

合会が, 法制特別委員会および公正競争規約専門委員会を設置して問題の把握に乗り出し, 自
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１) 調査対象数は�����社, 集計対象数は�����社である｡ 調査期間は, ����年１月��日から３月��日で
あった｡

２) 調査対象数は�����社, 回収数は�����社であった｡ �����社のうち, 新車ディーラーは���社, 中古
車販売業者は�����社である｡ そのうち, 集計不能な回答を削除した�����社が集計対象となった｡ �����
社のうち, 新車ディーラーが���社, 中古車販売業者が�����社である｡ 調査時点は, ����年３月１日
であった｡ 二つの実態調査報告書は, 一般社団法人日本中古自動車販売協会連合会のご厚意によって

利用することができた｡



動車公正競争規約が作成されることになった３)｡ こうした経緯もあり, 中古車販売業者は, 機

会主義的行動をとるため, 中古車市場の発展を妨げる主体として理解されてきた｡

本論文は, こうした通説的理解を全面的に否定しようとするものではない｡ しかし, 一方で,

まだ十分に使用できる中古車を有効活用すること, 中古車の定期的なメンテナンスをすること

など, 中古車販売業者は中古車市場の拡大に一定の役割を果たしており, 通説的理解はやや一

面的であると考えている｡

本論文の構成は以下の通りである｡ ２では, 中古車が発生し, 最終的な消費者の購入に至る

流通経路を確認する｡ ３では, 中古車販売業の業界構造を分析し, 中古車販売業者が顧客満足

を高めるためにとった戦略を検討する｡ ４は, 結論である｡

２. 中古車の流通経路

中古車は, 主に, ディーラーが新車販売をするとき, 新車購入者がそれまで利用していた車

を下取りすることから生まれる｡ 他にも, 中古車には, 中古車販売の際に下取られる ｢孫取車｣,

新車購入者が使用途中で支払不能になった場合などの ｢引上車｣, 新車の購入者との商談が途
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３) 自動車公正競争規約においては, 消費者の購入において必要な情報を中古車販売業者が提供するこ

とが義務付けられた｡ 例えば, 第十条では, ｢事業者は, 一般消費者に直接販売する目的で展示する

中古自動車には, 次に掲げる事項を施行規則で定めるところにより, 邦文で外部から見易い場所に明

瞭に表示しなければならない｣ とされ, ｢(１) 車名及び型式, (２) 初度登録年月 (軽自動車にあっ

ては初度届出年月)｡ ただし, 外国車にあっては, 年製｡ (３) 販売価格, ４) 走行距離数, (５) 自

家用, 営業用その他の別, (６) 定期点検整備実施の状態及び自動車検査証 (軽自動車を除く｡) の有

効期限, (７) 製造国名 (国産車を除く｡)｣ の表示が義務付けられた｡

次に第十一条であるが, ｢事業者は, 一般消費者に対し, 中古自動車を販売しようとするときは,

当該中古自動車についての品質評価書類を提示しなければならない｣ とされた｡ 第十一条における品

質評価書類とは, ｢事業者が作成した当該中古自動車の販売時における品質の状態を正確に示す書類｣

であり, 車両状態説明書と加修明細書がそれにあたる｡ 車両状態説明書とは, ｢事業者から委任され

た品質評価者が, 公正取引協議会の定める品質評価基準に基づき, 公正取引協議会所定の様式に従っ

て記入した加修前の車両の状態を説明した書類｣ である｡ 加修明細書とは, ｢加修責任者が公正取引

協議会の様式に従って記入した加修箇所の明細書｣ である｡ 車両状態説明書は, 中古車販売業者が中

古車を下取りした段階での状態を示しており, 消費者にとっては, 中古車販売業者による修理が行わ

れる前の状態, とりわけ車歴を知ることができるという点で重要な情報が獲得できる書類である｡ 第

十条で規定された表示事項と第十一条で規定された品質評価書類の記載事項については, 第十二条に

より, 虚偽の表示が禁止された｡

最後に第十五条であるが, ｢事業者は一般消費者に対し, 中古自動車を販売しようとするときは,

公正取引協議会が認定した中古自動車価格ガイドブックを備えつけておかなければならない｣ とされ

た｡ 第十五条は, 中古車販売業者に対し, 消費者が購入を検討している中古車についてのおおよその

価格を提示することを促すものである｡ ただし, ガイドブックを備えつけていない業者に対してペナ

ルティを与えることはできなかった｡



中で破談となったためにわずかの使用であるが登録状態になっている ｢新古車｣ が含まれる｡

このように中古車は, 前使用者の使用によって, 品質が一台一台異なる４)｡

自動車が普及するにつれ, 既に自動車を保有している者が新車に乗り換えるケースが増加し,

ディーラーは中古車を大量に保有することになった５)｡ ディーラーより川下の流通経路として

は, ディーラーによる中古車販売業者への販売・消費者への販売・スクラップ処理などが挙げ

られる｡ ����年においてスクラップ処理は全体の約��％, 中古車販売業者への販売・消費者へ
の販売がそれぞれ約��％の割合を占めた６)｡ ディーラーの中古車販売において, 中古車販売業

者は重要な顧客であった７)｡

ここで, ディーラーと中古車販売業者について, 企業規模と経路別の流通量を検討したい｡

ディーラーは, 中古車販売業者に対して, 資本金・年商・従業員数の平均値において, それぞ

れ����倍・����倍・����倍の規模を有していた｡ またディーラーは, 中古車の在庫を約���倍保
有していた (表１)｡ ディーラーは, 中古車販売業者と比較して大規模な企業であり, 多くの

中古車を保有した｡ 次に, ����年における仕入先と販売先を確認したい (表２)｡ まず中古車

の仕入について, ディーラーの場合, 約９割が新車販売における下取りによって獲得された｡

一方, 中古車販売業者の場合, 約��％が新車ディーラー・サブディーラーから, 約��％が中古
車販売業者から, 約��％が中古車販売における下取りによって獲得された｡ なお����年になる
と, 中古車販売業者の仕入先は, ディーラー約��％, 卸売業者約��％, 中古車ユーザー約��％,
孫取り約９％, 同業者約８％, オークション約７％, その他約３％となり, １割に満たないも

ののオークションからの調達が登場したことが注目される８)｡ 中古車販売業者の経営者は, オ

ークションへの参加を通じて中古車の相場を知り, 経営判断の参考にしていた｡ 中古車の販売
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４) 通商産業省企業局編 (����), １‒３頁｡ この資料は, 自動車販売店連合会または小型自動車販売店
協会連盟加盟のディーラー, 日本整備振興連合会照会による中古車販売業者を対象とした調査をまと

めたものである｡ 有効集計回答数は, ディーラーが���, 中古車販売業者が��である｡
５) ディーラーが中古車の在庫を抱えた背景の一つとして, ディーラーのセールスマンが, 下取りの際,

売れそうな中古車は会社を通さずに自ら販売するという行動をしていたことが指摘できる｡ すなわち,

ディーラーが下取りすることになる中古車は, セールスマンが売れないと判断した中古車であるとい

う一面があった (｢特集 中古車問題 歩いて, 見て, 聞いて ディーラーの現状とその断面｣ 『自動

車販売』 日本自動車販売協会連合会, ����年３月号, ５頁；｢中古車の実態はこうだ｣ 『自動車販売』
日本自動車販売協会連合会, ����年７月号, ７頁)｡
６) ｢特集 中古車問題 歩いて, 見て, 聞いて ディーラーの現状とその断面｣ 『自動車販売』 日本自

動車販売協会連合会, ����年３月号, ５‒６頁｡
７) ����年代後半において, 自動車メーカーとディーラーは, 中古車流通経路を確立するため, 中古車
販売専業者との関係を模索していた｡ ディーラーの観点に立てば, 利益を獲得できる中古車は自ら販

売したいため, 売れない中古車を中古車販売専業者に渡したい｡ 一方で中古車販売業者の観点に立て

ば, 売れない中古車は買いたくない｡ 中古車流通経路を確立するためには, こうした利害の不一致を

いかに調整するかが重要な問題の一つであると考えられていた (｢中古車専業業者の育成 メーカー

の思想と姿勢｣ 『自動車販売』 日本自動車販売協会連合会, ����年��月号, ��‒��頁)｡
８) 社団法人日本中古自動車販売連合会 (����), ��頁｡
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表１ 企業規模：ディーラーと中古車販売業者

ディーラー 中古車販売業者

資本金

平均 単位：万円 ������ ���
最低 単位：万円 �� ��
最高 単位：万円 ������� ������

年 商

平均 単位：万円 ������� ������
最低 単位：万円 ����� �����
最高 単位：万円 ��������� �������

従業員数

平均 単位：人 ��� ��
最低 単位：人 � �
最高 単位：人 ����� ���

中古車在庫

平均 単位：台 ��� ��
最低 単位：台 � �
最高 単位：台 ����� ���

(出所) 通商産業省企業局編 (����) 『物資別流通実態：生産・卸・小売を通し
ての流通行動』, ��頁より作成｡
表２ 中古車の経路別流通量：ディーラーと中古車販売業者

仕 入
ディーラー 中古車販売業者

台 数 ％ 台 数 ％

新車販売の下取
中古車販売の下取
新車ディーラー, サブディーラー
中古車専門店
ブローカー, 卸ブローカー
その他

���������� ������������������� ������� ���������������������
合 計 ��� ����� �� �����
販 売

ディーラー 中古車販売業者

台 数 ％ 台 数 ％

直 販 ��� ���� �� ����
業 販

新車ディーラー・サブディーラー
中古車専門店 (含ブローカー)
メーカー系列の中古車センター
オークション
業販合計

���������� ������������������ ������� �����������������
スクラップ �� ���� � ���
その他 �� ��� � ���

合 計 ��� ����� �� �����
(出所) 通商産業省企業局編 (����) 『物資別流通実態：生産・卸・小売を通しての流通行動』, ��‒��

頁より作成｡



先は, ディーラーの場合, 約��％が消費者への販売である直販であり, 約��％が中古車販売業
者, 約��％がスクラップ, 約��％がディーラーであった｡ 一方, 中古車販売業者の場合, 約��
％が中古車販売業者, 約��％が消費者への直販, 約５％がスクラップであった｡ 中古車販売業
者は, 主にディーラーから調達し, 最終的な消費者に中古車を供給する役割を果たした｡ 中古

車の主な流通経路は, 新車購入者からの下取りによってディーラーに蓄積された中古車が, デ

ィーラーによる直販という経路と中古車販売業者を経た経路という二つの経路によって, 消費

者に届くというものであった｡

最終的な消費者に中古車を供給するのはディーラーと中古車販売業者であるが, 中古車を消

費者から調達するという経路の大部分を押さえているのはディーラーであった｡ それにも関わ

らず, なぜディーラーは, 中古車のおよそ半分を中古車販売業者に販売しているのであろうか｡

ディーラーがすべての中古車を消費者に販売しない要因としては, まず, ディーラーの主要業

務は新車販売であり, 中古車販売に投入される経営資源が限られてきたことが挙げられる９)｡

またディーラーは, 特定の自動車メーカーが製造した自動車のみを販売するという意味で系列

関係にあり, 他の自動車メーカーが製造した中古車を下取りした場合, 他社の中古車を展示し

て販売することには困難があった��)｡ 以上のような要因によって, ディーラーは中古車販売に
積極的に取り組む動機を十分に有していなかったと考えられる｡

次に, 中古車販売業者の立場から中古車取引を検討したい｡ 売上に中古車販売が占める割合

は, 新車ディーラーが平均で約��％であったのに対し, 中古車販売業者は平均で約��％であっ
た��)｡ つまり中古車販売業者にとっては, 中古車取引が主要な事業であった｡ 次に系列関係で
あるが, 大部分の中古車販売業者は, 自由な仕入れを実現するため, 特定の自動車メーカーの

系列には属さなかった��)｡ 新車販売を推進するためにあらゆる中古車を下取りするディーラー
と異なり, 中古車販売業者は, 売れそうな中古車のみをディーラーから調達した��)｡ 人気のあ
る車種を仕入れる際には人気のない車種と抱き合わせになることもあったため, 必ずしも売れ

そうな中古車のみを調達できたわけではなかったが��), 調達する中古車を選択できたことは中
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９) 通商産業省企業局編 (����), ３頁｡��) あるディーラーは, ｢当社は, 売りにくい車, 他銘柄の車は業者売りにして無条件に持っていって
もらう｡ この理由として, 他銘柄は売るのに手数がかかること, 他銘柄だとどうしても≪叩き売り≫

している印象を外部に与えがちになり, 商道徳上あまり好ましくない｣ と述べた (｢特集 中古車問

題 歩いて, 見て, 聞いて ディーラーの現状とその断面｣ 『自動車販売』 日本自動車販売協会連合

会, ����年３月号, ６頁)｡��) 通商産業省企業局編 (����), ��頁｡��) ｢中古車専業業者の育成 メーカーの思想と姿勢｣ 『自動車販売』 日本自動車販売協会連合会, ����
年��月号, ��‒��頁｡��) ｢匿名座談会 中古車問題のすべて｣ 『自動車販売』 日本自動車販売協会連合会, ����年２月号, ��
頁｡��) 通商産業省企業局編 (����), ��‒��頁｡



古車販売業者の競争力を形成しうる一つの要因であったと考えられる｡

最後に, 消費者の立場から中古車取引を検討したい｡ 大部分の消費者は, 中古車を購入する

場合, ディーラーか中古車販売業者のどちらかと取引することになる｡ 中古車は品質が一台一

台異なるため, 同じ条件で比較することはそもそも困難であるが, 中古車販売業者は, ディー

ラーと比較して��～��％程度の低価格で販売することが ｢通例｣ であったという｡ それでもデ
ィーラーを選択する消費者が存在したのは, 消費者にとって中古車販売業者は ｢信用の小さい｣

ためであった��)｡ ����年代初頭の中古車販売は, ｢単に中古自動車を展示場に陳列しておくだ
けで, 値段の表示もなければ型式等の事項の表示も勿論ない｡ 購入希望の消費者が店頭に, あ

るいは展示場に来て, 自分の目で車をみて, 係員に ｢価格はいくらか｣ ｢自家用で使っていた

ものか｣ ｢走行距離はどうか｣ 等々の質問をする｡ その答を顧客が自からの知識に照らして,

正しい答であるか否かの判断をし, かつ購入するか否かの意思決定をするというのが一般的｣

であった｡ そのため, ｢車を販売しようとする事業者と, 購入しようとする顧客との知識の差｣

に基づき, ｢事業者が悪い商品を良い商品であるかのように顧客に思わせることも可能｣ であ

った��)｡ 一方, ディーラーは, 新車販売台数において目標を達成することがより優先度の高い
経営課題であり, 中古車販売で消費者の信用を失うことに対するデメリットが大きかった｡ そ

のため, 相対的に高価格であったとしても, ディーラーを選択する消費者が存在したのだと考

えられる｡

３. 中古車販売業界の構造と戦略

(１) 中古車販売業界の概観

中古車販売業者を従業員規模別に検討したい (表３)｡ はじめに従業員数であるが, 集計で

きた�����社のうち�����社 (����％) が５人以下であった｡ ６～��人が���社 (����％), ��～��人が���社 (����％) であり, 従業員数��人以下で全体の９割を占める｡ ��人以上の企業は
約１％に過ぎない｡ 資本金をみると, 業界平均は約���万円であり, 従業員数が���～���人の
企業においても資本金は約�����万円である｡ 中古車販売業界は, 従業員数と資本金の二つの
点からみて, 小規模な企業で占められていたといえよう｡ 営業年数をみると, 業界平均は約��
年であり, 従業員数５人以下の企業においても約��年が経過している｡ 中古車販売業者は継続
的に事業活動をおこなっていたのであった｡ ある程度の営業年数があるにも関わらず小規模な

企業が多い理由のひとつは, 後述するように, 企業成長が経営者に依存していたことがあげら

れる｡

����年代日本の中古車販売業 �

��) 同上, ��頁｡��) 川井編 (����), ���‒���頁｡ こうした情報の非対称性に基づく中古車販売業者の機会主義的行動を
抑制するため, 公正競争規約第十条では, 消費者に対する情報提供が義務付けられた｡



従業員の内訳をみると, 業界平均では, 販売員数２人, 整備員数５人であった｡ 従業員数５

人以下の企業においても販売員と整備員はそれぞれ１人在籍していること, 規模が大きくなる

につれて整備員数が増加傾向にあることから, 中古車販売業においては, 販売はもちろん, 中

古車の整備が欠かせない業務であったことがわかる｡ 売上構成比をみると, 従業員数５人以下

の企業では, 中古車����％, 新車����％, 部品・用品���％, 整備����％, ��～���人の企業で
は, 中古車����％, 新車����％, 部品・用品����％, 整備����％, ���～���人の企業では, 中
古車����％, 新車����％, 部・用品���％, 整備����％であった｡ 規模が大きくなるにつれて,
中古車販売の占める割合が小さくなり, 新車販売や整備の占める割合が大きくなっている｡ 展

示場数と整備工場数についても, 従業員数の規模が大きくなるにつれて増加する傾向にあった｡

ただし, 従業員数��人以下の企業では, 整備工場数が１ヶ所未満であったことも注目される｡
中古車販売業者は, 整備については下請工場も活用しており, 必ず整備部門を社内に有したわ

けではなかった｡

中古車販売業者にとって大きな投資となるのは, 中古車の展示場とその土地である｡ 従業員

数５人以下の企業であっても約��台の展示をおこなっていた｡ 従業員数６～��人で��台, ��～��人で��台, ��～��人で��台, ��～��人で���台と, 従業員数の規模が大きくなるにつれて展
示台数も大きくなる傾向にあった｡ 消費者の立場にたてば, 展示台数が多ければ多いほど, 希

望する条件にあった車種を見つけることや中古車の比較をすることが容易であるために便利で
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表３ 中古車販売業者の企業情報：規模別

従業員数 (人) ５以下 ６～�� ��～�� ��～�� ��～�� ��～��� ���～��� ���～ 合 計 業界平均

サンプル数 ����� ��� ��� ��� �� �� � � ����� －

構成比 (％) ���� ���� ���� ��� ��� ��� ��� ��� ����� －

資本金 (千円) ����� ����� ����� ����� ������ ������ ������ ������ － �����
営業年数 (年) �� �� �� �� �� �� �� �� － ��
販売員数 (人) � � � � � � �� � － �
整備員数 (人) � � � �� �� �� �� �� － �����年売上高 (万円) ����� ������ ������ ������ ������ ������ ������� ������� － ������
従業員１人当り売上高 (万円) ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ��� － �����
中古車の売上構成比 (％) ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ��� － ����
新車の売上構成比 (％) ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ��� － ����
部品・用品の売上構成比 (％) ��� ��� ��� ��� ��� ���� ��� ��� － ���
整備の売上構成比 (％) ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ��� － ����
展示場数 (個所) ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� － ���
整備工場数 (個所) ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� － ���
下請工場数 (個所) ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� － ���
総展示可能台数 (台) �� �� �� �� ��� �� �� �� － ��
総展示場面積 (�２) ��� ��� ����� ����� ����� ����� ����� ��� － ���
うち借地面積 (�２) ��� ��� ��� ��� ����� ����� �� � － ���
うち借地面積 (構成比) (％) ���� ���� ���� ���� ���� ���� ��� ��� － ����
ディーラーからの仕入構成比 (％) ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� － ����
卸売業者からの仕入構成比 (％) ���� ���� ���� ���� ���� ���� ��� ��� － ����
オークションからの仕入構成比 (％) ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� － ���
ユーザーからの仕入構成比 (％) ��� ��� ���� ���� ���� ���� ���� ���� － ���
同業者からの仕入構成比 (％) ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� － ���
(出所) 社団法人日本中古自動車販売連合会 (����) 『中古自動車販売業実態調査報告書』 より作成｡



ある｡ 展示台数を増やすためには広い土地が必要となるが, 総展示場面積のうち借地面積が占

めた割合は業界平均で����％であり, 借地による事業拡大をおこなった企業も少なくなかった
ようである｡

次に, 中古車販売業者を都道府県別に検討したい (表４)｡ 平均従業員数の上位５位は, 三

重県 (����人), 長崎県 (����人), 長野県 (����人), 新潟県 (����人), 福井県 (����人), 平
均資本金の上位５位は, 奈良県 (���万円), 福井県 (���万円), 愛知県 (���万円), 大阪府
(���万円), 山梨県 (���万円) であった｡ 従業員数や資本金からみた規模という点では, 東京
都, 神奈川県, 埼玉県, 広島県といった都市が, 日本全体の平均値よりも小さかった｡ 従業員

の構成を都道府県別にみると, 平均整備員数の上位５位は, 三重県 (����人), 長崎県 (���人),
福井県 (���人), 山形県 (���人), 長野県 (���人) であった｡ 平均従業員数の上位５位との重
複を確認することができる｡ 一方, 平均販売員数の上位５位は, 大阪府 (���人), 愛知県 (���

����年代日本の中古車販売業 �

表４ 中古車販売業者の企業情報：都道府県別

平均従業員数
(単位：人)

都道府県
平均資本金
(単位：万円)

都道府県
平均販売員数
(単位：人)

都道府県
平均整備員数
(単位：人)

都道府県

１位 ���� 三重 ��� 奈良 ��� 大阪 ���� 三重

２位 ���� 長崎 ��� 福井 ��� 愛知 ��� 長崎

３位 ���� 長野 ��� 愛知 ��� 東京 ��� 福井

４位 ���� 新潟 ��� 大阪 ��� 長野 ��� 山形

５位 ���� 福井 ��� 山梨 ��� 和歌山 ��� 長野

６位 ���� 愛知 ��� 兵庫 ��� 宮城 ��� 新潟

７位 ���� 北海道 ��� 和歌山 ��� 福岡 ��� 北海道

８位 ���� 福岡 ��� 京都 ��� 埼玉 ��� 栃木

９位 ���� 山形 ��� 山形 ��� 広島 ��� 石川��位 ���� 岐阜 ��� 滋賀 ��� 長崎 ��� 大分

全国平均 ��� ��� ��� ���
平均販売総額
(単位：万円)

都道府県
中古車の
平均販売総額
(単位：万円)

都道府県
従業員一人当たり
販売額

(単位：万円)
都道府県

中古車
販売比率
(％)

都道府県

１位 ������ 長野 ������ 愛知 ����� 東京 ��� 滋賀

２位 ������ 愛知 ������ 東京 ����� 埼玉 �� 福島

３位 ������ 三重 ����� 大阪 ����� 岡山 �� 宮崎

４位 ������ 東京 ����� 埼玉 ����� 愛知 �� 東京

５位 ������ 長崎 ����� 岡山 ����� 長野 �� 岡山

６位 ������ 埼玉 ����� 神奈川 ����� 神奈川 �� 大阪

７位 ������ 大阪 ����� 三重 ����� 大阪 �� 埼玉

８位 ������ 福井 ����� 熊本 ����� 和歌山 �� 佐賀

９位 ������ 神奈川 ����� 長野 ����� 熊本 �� 熊本��位 ������ 岡山 ����� 福島 ����� 富山 �� 神奈川

全国平均 ����� ����� ��� ��
(出所) 日本中古車販売連合会 (����) 『中古車販売実態調査 (第１回)』, ��‒��, ��‒��, ��‒��, ��‒��, ���‒���, ���‒���より作成｡



人), 東京都 (���人), 長野県 (���人), 埼玉県等 (���人) であり, 大都市ほど多い傾向にあ
った｡

売上をみると, 平均販売総額の上位５位は, 長野県 (������万円), 愛知県 (������万円),
三重県 (������万円), 東京都 (������万円), 長崎県 (������万円) であった｡ 平均販売総額
上位５位について中古車販売が占める比率は, 長野県��％, 愛知県��％, 三重県��％, 東京都��％, 長崎県��％であった｡ 東京都や愛知県の中古車販売業者においては中古車販売の占める
比率が高かったが, 長野県や長崎県においては低かった｡ 長野県や長崎県の中古車販売業者は,

相対的に, 整備の占める割合が高かったと推測される｡ 東京都や愛知県において中古車販売比

率が高かった要因の１つとしては, 東京都や愛知県は中古車の需要量よりも中古車の発生量が

多かったため, 一部の中古車販売業者は卸売の機能を兼ねていたことがあげられる｡ 中古車の

平均販売総額で上位５位をみると, 愛知県 (������万円), 東京都 (������万円), 大阪府 (�����
万円), 埼玉県 (�����万円), 岡山県 (�����万円) であり, 大都市が中心であった｡
最後に, 中古車販売業者の収益性を確認しよう｡ 『中古自動車販売業実態調査報告書』 にお

いては, 茨城８社, 東京７社, 富山７社, 大阪７社, 鳥取５社, 高知５社, 福岡��社の合計��
社への訪問調査がおこなわれ, 各地区の平均値が掲載されている｡ 売上総利益率をみると, 茨

城����％, 東京����％, 富山����％, 大阪����％, 鳥取����％, 高知����％, 福岡����％であり,
純利益率は, 茨城���％, 東京���％, 富山���％, 大阪���％, 鳥取���％, 高知���％, 福岡���
％であった｡ これらの��社が選択された基準については ｢書面調査の結果を補うため｣ とある
のみであり, ��社の業界全体における位置づけが不明であるため, 中古車販売業界全体の収益
性は判然としない｡

(２) 中古車販売業界の構造分析

中古車販売業界について, 新規参入, 代替品, 仕入先の交渉力, 買い手の交渉力, 企業間競

争という点から整理したい｡ まず新規参入であるが, 中古車販売業者は, 古物商の鑑札だけで

営業を開始することが可能であった｡ ����年３月に実施された座談会において, 日本中古自動
車販売協会連合会会長の五十嵐輝夫氏は, 自動車が国民生活にとって重要な役割を果たしてお

り, 中古車販売業を消費者にとって信頼できる業界とするため, 資格制度が必要であると考え

ていた｡ しかし, 通商産業省機械情報産業局自動車課課長の中沢忠義氏と運輸省自動車局整備

部管理課課長の井山嗣夫氏は, 営業の自由という観点から, 資格制度には賛成しない立場を表

明している｡ いずれにしても, 中古車販売業に参入することに特別な資格は不要であった｡

では, 中古車販売業者に必要な投資は何だったのであろうか｡ 中古車販売業においては, 仕

入れた中古車を展示, 整備, 塗装し, 商談する｡ そのため, 展示場, 整備工場, 板金・塗装工

場, 営業所などへの投資が必要であった｡ ただし, 整備や塗装については, 収益性を向上させ

るため自社でおこなう販売業者も多かったが, 外部の整備工場を利用することができるので必
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ずしも内部化する必要はなかった｡ 中古車販売業者にとって最も重要な投資は, 売上に直結す

る展示場だった��)｡ 中古車販売業者の平均値は, 展示場面積が����２, 展示台数が��台であっ
た｡ しかし, 従業員数��人以下の小規模な中古車販売業者では, 展示場を持っていないことも
あった��)｡ 中古車販売業界へ新規参入するのに必要な資金は, 必ずしも大きくはなかったとい
えよう｡

次に, 代替品について検討したい｡ ����年頃までの中古車購入者は, 新車購入を前提とする
初心者が中心であった｡ 中古車の代替品は新車であった｡ その後, ����年代においては, 中古
車保有者が再度中古車を購入するパターン, 新車保有者が中古車に乗り換えるパターンなど,

中古車購入者が多様になったという｡ 中古車の主な顧客は, 中低所得者層の勤労者世帯, 商用

使用を目的とした個人事業者であった��)｡ もちろん中古車から新車へ移行する層も存在してお
り, 新車は代替品であったが, 中古車の魅力が高まりつつあった｡

さらに仕入先の交渉力であるが, 中古車販売業者における中古車の仕入先は, 上述したよう

に, 主にディーラーであり, 中古車販売業者数はディーラー企業数よりも多かった｡ ディーラ

ーの立場に立てば, 他社へ中古車を販売することは困難ではなかったため, 人気のある車種と

人気のない車種の抱き合わせをおこなうこともあった｡ また, ディーラーは社内に中古車部門

を有していたため, 必ず中古車販売業者を利用して中古車を販売しなければならないという立

場に置かれていなかった｡ 中古車販売業者は, ディーラーよりも交渉力が弱かったと考えられ

る｡ ディーラーは, メーカーから割り当てられた責任販売台数を達成するため, 新車販売に際

して高い下取価格を提示していた｡ そのため, 中古車の査定価格は, 同じ年式・型式の車であ

っても大きく異なることがあった��)｡ 中古車販売業者の立場に立てば, 高い値段で中古車を獲
得したディーラーから仕入れるケースが多くなるため, 市場とは乖離した価格で仕入れないよ

うに注意する必要もあった｡

買い手の交渉力については, 買い手は消費者一人ひとりであり, 中古車は前使用者の使用に

よって品質が一台一台異なるため標準化された商品ではない｡ そして, その一台一台について,

中古車販売業者は, 消費者と比べて, 圧倒的に豊富な情報を有している｡ そのため, 一部の中

古車販売業者は, 豊富な情報を背景に, 消費者をだましてきたのであった｡ 中古車販売業者が,

消費者よりも交渉力が弱かったとは考えにくい｡

最後に, 競合企業との競争を検討したい｡ 従業員数が��人以上を超える企業は約１％であり,
中古車販売業界はほぼ中小企業で占められている｡ 中古車販売業者が小規模にとどまった理由

として, 『中古自動車販売業実態調査報告書』 では次のような指摘がある｡ すなわち, 中古車

����年代日本の中古車販売業 ��

��) 社団法人日本中古自動車販売連合会 (����), ��頁｡��) 同上, ���頁｡��) 同上, ��‒��頁｡��) 菊池 (�����), ��‒��頁｡



の ｢価格の決め方は, ほとんどの企業では経営者が自ら決定するのが大部分である｡ したがっ

て, 仕入, 販売の両方を経営者自らが決定するわけであるから, どうしても企業規模を経営者

の管理能力限界以内に置くために, 企業拡大が出来ないのが現状である｣��)｡ 中古車販売業界
では, 小規模の競合企業が各都道府県の内部で激しい企業間競争をおこなっており, 平均的な

企業の収益性は必ずしも高くなかったと考えられる｡

(３) 中古車販売業者の成長戦略

これまでの分析をまとめると, 中古車の商品としての魅力が高まっており, 中古車市場は大

きくなっていたが, 中古車販売業界は, 参入障壁が低かったために多数の競合企業が参入する

こととなり, 小規模な企業を中心として激しい企業間競争がおこなわれていた｡ ただし, こう

した状況のなかでも, 一部の中古車販売企業は大規模化していた｡ 最後に, 中古車販売業者の

成長戦略を整理しよう｡ 第一に, 展示場の拡大である｡ 展示場を大規模化して展示車両を多く

すれば, 消費者に多数の選択肢を提供することができるので, 販売台数を伸ばすことが期待で

きる｡ 特定の展示場の規模を大きくすることで, その展示場が立地する地域における中古車市

場でのシェアを高めることができる｡

第二の成長戦略は, 多店舗展開である｡ 顧客の移動範囲には限りがあるため, 単一店舗の主

な商圏は, 店舗の周辺に限定されてしまう｡ 多店舗展開することで, 企業全体としてより広範

囲の市場での競争に参加することが可能となり, 販売台数を伸ばすことが期待できる｡ また,

店舗同士で中古車を融通しあえば, 単一店舗の中古車販売業者よりも多様な中古車を提示する

ことが可能となる｡ 展示場の大規模化や多店舗展開などの企業規模の拡大をおこなった中古車

販売業者は, 例えば, 原自動車 (東京都), 黒川自動車 (愛知県), 北越自動車 (埼玉県), 株

式会社ハナテン (大阪府) である��)｡ ハナテンは, 前身となる放出中古車センター株式会社が����年に大阪市において設立, 中古車販売業をおこなった｡ ����年には展示場を併設した営業
所を奈良県に, ����年には展示場を併設した営業所を京都府に, ����年には展示場を併設した
営業所を和歌山県に展開し, 積極的な店舗展開をおこなった��)｡
第三に, 特定車種への特化である｡ 例えば, グランドツーリングカーのみを取り扱う中古車

販売企業である��)｡ 他にも, ロータリーエンジンを搭載したマツダ株式会社の��‒７に特化
した販売店などがあった｡ 特定の車種を集中的に仕入れることで, その車種に高い関心を持つ

顧客に対する訴求力を高めることができる｡ ただし, その車種が特殊であればあるほど, その

車種に関心を持つ顧客の数は少なくなるから, 商圏を広くする必要がある｡ そのため, この戦
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��) 社団法人日本中古自動車販売連合会 (����), ���頁｡��) 生越 (����), ��頁｡��) 株式会社ハナテン 『有価証券報告書』 第��期｡��) 生越 (����), ��頁｡



略を採用する中古車販売業者においては, 顧客からの認知を高める努力が必要であった｡

第四に, フルストップサービスである｡ 中古車を販売するだけでなく, 点検・部品交換・修

理などのメンテナンスまで対応する｡ メンテナンスまで対応することで, 顧客が希望する中古

車の状態を提供することが可能となり, 売上高を伸ばすことが期待できる｡ フルストップサー

ビスによって成長した企業として, 株式会社ミヤモトの事例を紹介したい｡ 株式会社ミヤモト

は, ����年, 大阪市港区において宮本泰三氏によって創業された｡ 創業当初は, スクラップさ
れた自動車からまだ使える自動車部品を回収し, 中古部品の販売をおこなった｡ その後, ����
年に門真市に中古車展示場を開設して中古車販売を, ����年からは近畿日野ヂーゼル株式会社
とのあいだで純正部品の取引を開始して新品部品販売を開始した｡ さらに����年には日新自動
車工業株式会社を設立し, 大阪日野自動車株式会社の指定整備工場となっている｡ ����年には
住之江区南港に中古車展示会場を増設し, 中古車販売業を拡大した｡ こうして株式会社ミヤモ

トは, 中古車販売, 中古部品販売, 新品部品販売, 整備を自社でおこなうことができるように

なり, 顧客への利便性を高めた｡ ����年に１億円程度であった売上高は, ����年には約５億円,����年には��億円を突破したのであった��)｡
これらの成長戦略以外にも, 中古車購入者にテストドライブなどの入念なチェックをしても

らう (都自動車・宮崎県)��), 塗装を徹底して美しい状態の中古車を展示する (藤沢モーター

ス・岡山県)��) など, 中古車販売業者は顧客満足を高めるための経営努力をおこなってきたの
であった｡

４. おわりに

消費者をだまして利益を獲得していたことが強調される中古車販売業者であるが, 顧客に高

い価値を与えようと経営努力する中古車販売業者も数多く存在していた｡ 既に述べたように,����年代は中古車販売が拡大し, 新中比率が急激に上昇傾向した時期であったが, 中古車販売
業者がこうした中古車市場の成長の一端を担ってきたといえよう｡ 中古車販売業者は不当表示

などの機会主義的行動をとるために中古車市場の発展を妨げてきた, という一面的な理解は修

正されるべきであるというのが本論文の主張である｡

なぜ, 一部の中古車販売業者は, 機会主義的行動をとらなかったのだろうか｡ ひとつの理由

として考えられるのが, 冒頭で述べた自動車公正競争規約が作成されたことにより, 消費者に

対して必要な情報を中古車販売業者が提供することが義務付けられたことである｡ 自動車公正

競争規約を推進する組織として自動車公正取引協議会が設置され, 自動車公正取引協議会は,

����年代日本の中古車販売業 ��

��) 株式会社ミヤモト 『知的資産経営報告書 ����』｡��) 生越 (����), ���‒���頁｡��) 同上, ���‒���頁｡



中古車販売業者による機会主義的行動を排除していくために, 会員の行動を監視し, 違反行動

が観察された場合はペナルティを与えた��)｡ 一方で自動車公正取引協議会は, 規約を守ってい
る会員事業者を宣伝し, 規約を守っている事業者に対して会員証を交付し, 規約を守るメリッ

トを提供した｡ 公正取引協議会が作成したシンボルマークを掲げた看板や会員証を掲げること

で, 消費者による規約を守る中古車販売業者の選別を可能にしようとしたのである｡

ただし, 規約が整備されたことと, 規約が実行力を持ったかどうかは別の問題である｡ 最後

に, ����年��月��日から��月��日にかけて公正取引委員会が自動車公正取引協議会の協力を得
ておこなった調査を紹介しておきたい｡ この調査では, ��都道府県における中古車販売業者���
社における中古車取引の表示の実態が明らかにされた��)｡ 表５は, 自動車公正競争規約の第十
条において表示することが義務付けられた項目についての表示の有無である｡ 表６は, 自動車
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��) ペナルティは, 指導・警告・違約金・除名処分及び措置請求の四段階で与えられた｡ まず指導とは,
｢軽微な違反行為を行った会員に対し, 規約を遵守するよう指導する｣ ことであった｡ 警告とは, ｢違

反行為を行った会員に対し, 違反行為を排除するために必要な措置をとるべき旨及び違反行為又はこ

れに類似した違反行為を再び行なってはならない旨を文書をもって警告するとともに当該会員より誓

約書をとる｣ ことであった｡ 違約金とは, ｢警告を受けた会員が警告に従っていないと認めるときに

は, 当該会員に対し���万円以下の違約金を課す｣ ことである｡ 最後に, 除名処分及び措置請求とは,
｢違約金を課したにもかかわらず, これに従っていない場合は除名処分をし, 公正取引委員会に必要

な措置を講ずるよう求める｣ ことであった｡ 自動車公正取引協議会の総務委員長を務めた桜井淑雄氏

は, 自動車公正取引協議会について ｢業界のメンバーによって構成されているオーガニゼーションで

あって, しかもメンバーの違反者に対して制裁―ペナルティを課すという性格があるわけで, 規約を

守らない者を指導していくというのが大きな目的だから普通の業界団体とは異質のものであると思う｣

と述べている (社団法人自動車公正取引協議会 (����), ��頁)｡��) 公正取引委員会 (����) 『中古自動車の表示に関する実態調査について』｡

表５ 中古車販売業者の表示実態

自動車公正取引協議会会員 非会員

業者数 ％ 業者数 ％

記入漏れなし (すべて表示) �� ���� � ���
一部項目に記入漏れ ��� ���� �� �����
記入漏れ項目

車名・型式・主な仕様区分
初度登録 (検査年月)
販売価格
走行距離数
自家用営業用等の別
検査証の有効期限
定期点検整備実施の状況
外国車の製造国名

��������������� ������������������������������ ��������������� �������������������������������
合 計 ��� ����� �� �����

(出所) 公正取引委員会 (����) 『中古自動車の表示に関する実態調査について』 より作成｡



公正競争規約の第十一条において文書化することが義務付けられた車両状態評価書などの表示

実態である｡ 自動車公正取引協議会会員は, 非会員と比較すると適切な表示を行っていたが,

消費者に対する情報提供を十分に行っていた会員は必ずしも多くはなかった｡ 表５をみると,

会員において, 走行距離数・自家用営業用等の別・検査証の有効期限という項目は約半数, 定

期点検整備実施の状況については約３分の２が表示をしていない｡ 表６をみても, ��％以上表
示している会員は約４分の１にとどまる｡ 事実とは異なる表示をすれば重たいペナルティが与

えられたが, 表示が無いことに対して与えられるペナルティは軽かった｡ 自動車公正競争規約

は, 意図的に事実と異なる表示をおこなう中古車販売業者を減らしたかもしれないが, 不都合

な情報を秘匿する中古車販売業者を減らすことは難しかったようである｡ 少なくとも����年に
おいて, 自動車公正競争規約は, 中古車販売業者による消費者への情報提供という点において,

一定程度の効果はあったが, その効果は十分なものではなかったと評価できるように思われ

る��)｡ それではなぜ, 一部の中古車販売業者は, 消費者をだまして利益を獲得するのではなく,
顧客満足を高めるための戦略を選択したのだろうか｡ 中古車販売業者の視点に立ち, 制度的環

境や事業機会をどのように認識したのかを明らかにする必要があると考えている｡ 筆者の今後

の課題としたい｡

[付記]

名和隆央先生には, 筆者が立教大学の大学院生であったときから阪南大学に赴任するまでの

８年間, ご指導・ご鞭撻を頂戴した｡ この場をお借りし, 心から感謝の意を表したい｡

����年代日本の中古車販売業 ��
表６ 中古車販売業者の表示実態 (車両状態評価書など)

自動車公正取引協議会会員 非会員

業者数 ％ 業者数 ％��％以上表示している��～��％未満表示している��％未満表示している
全く表示していない

�������� ��������������� ����� �������������
合 計 ��� ����� ��� �����

(出所) 公正取引委員会 (����) 『中古自動車の表示に関する実態調査について』 より作成｡

��) 自動車公正競争規約が十分に機能しなかった要因の一つとして, 消費者が会員・非会員の選別をお
こなうことができなかったことが考えられる｡ 当時, 非会員であるにも関わらず, 表示板業者などか

ら ｢自動車公正取引協議会｣ という表示板を購入することにより, 会員であると偽る中古車販売業者

が存在した｡ 偽りの表示をした業者は, この調査において調査対象とされた��社の内では��社であっ
たという (公正取引委員会 (����) 『中古自動車の表示に関する実態調査について』)｡ この事実は,
公正取引委員会の調査などによって偽りの表示をする業者を発見・注意できたことの証拠でもあるが,

そもそも多くの非会員が会員を装っていたことを見逃すことはできない｡ なぜなら消費者は, 会員を

装った非会員であることを見抜くことができたとは考えにくいからである｡
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